









子 1)、田村洋一郎 2)、冨田　栄幸 3)、樋桁千恵子 1)、
































































也 1,2)、斉藤　恭子 2,3)、山田　美樹 2,3)、佐々木佳奈恵 1,2)、
　原田　真理 2,4)、陣場　貴之 2,5)、森　　朋子 2,5)、中山　孝作 2,3)、
　宇原　健史 2,3)、大司　俊郎 2,6)、上田　　研 2,7)、安藤　亮一 2,8)
【目的】地域での栄養管理体制およびNST活動の普及促進を目的と
した、栄養管理に関するワークショップを企画運営したので、その
内容を報告する。
【方法】 平成24年度厚生労働省委託事業「チーム医療普及推進事業」
の一環として行った。周知方法は病病連携、病診連携を行っている
施設を中心に封書にて案内文を送付した。また、NSTに関連する研
究会へのメーリングリストに案内を添付し参加を募った。プログラ
ム内容はNSTコアスタッフが中心に考え、教育講演として「食支援
と地域連携の必要性」、そのほか、チーム医療、静脈栄養、胃ろう、
主観的包括的栄養評価、客観的栄養評価についてスタッフが講師と
なり、ミニレクチャー形式で講演した。午後からは多職種で構成さ
れたグループを作り、症例検討を行った。症例を司会より説明した
後、各グループで問題点を抽出、栄養アセスメントをしてから栄養
プランの立案をした。最後に各グループより症例に対する栄養プラ
ンを発表した後、プランに対する質問や意見を出し合い、ディスカッ
ションを行った。
【結果】1月の日曜日10時-15時までワークショップを施行した。参加
者は56名、スタッフと講師は19名であった。申込みはキャンセル待
ちが10名以上も出るほどあった。地域は武蔵野市近隣の施設の医療
職種が中心に集まったが、他県からの参加者もあった。症例検討で
は各職種から様々な意見が出され活発な討論を行うことができた。
【結論】今回開催したワークショップは他職種他施設との意見交換
を行うことができ、地域での栄養管理体制普及の一助になった。
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地域感染対策ネットワークへの取り組み感染防
止対策加算を踏まえて　第２報
成田赤十字病院　院内感染対策チーム
○中
なかむら
村　明
あ き よ
世、小川　綾子、藤澤　宗央、佐伯　康弘、
　堀田　尚子、遠藤　康伸、齋郷　裕行、鈴木さゆり、
　近藤　英介、池田　弘之、熊野浩太郎、野口　博史
緒言平成24年度新設された感染防止対策加算を踏まえて、連携病院
の院内感染対策チーム（ICT）が主体となった地域ネットワーク構
築による活動、内容及び今後の課題を報告する。活動地域連携合
同カンファレンスの実際連携施設　10施設　合同カンファレンス4
回（集合）連携施設ICTラウンド（合同カンファレンス）７施設　
相談体制2012年4月から地域連携施設から当院への相談をメールや
FAXによって受け、院内のICTミーティングで確認後回答をしてい
る。緊急対応が必要な事例に対しては、当院ICTメンバーが相談施
設に訪問し、緊急合同ICTラウンドを実施する体制をとっている。
平成24年度相談件数22件、そのうち緊急対応事例が3件訪問ICTラウ
ンドを開催した施設は2施設であった。緊急対応事例緊急合同ICT
ラウンドを開催した2施設の事例は、院内アウトブレイクであった。
相談を受け、同日に当院のICT（医師、認定看護師、薬剤師、検査
技師）を緊急招集し、相談施設を訪問した。緊急合同ICTラウンド
を通して情報収集・分析、感染対策立案等を迅速に検討することが
できた。アウトブレイクが疑われた時点から半日以内に対策を実施
でき、その後の拡大みられなかったことから、即日緊急対応は、有
効と考えている。訪問を行わなかった施設は、訪問ICTラウンドを
済ました施設であり施設背景が把握できていたため、Eメール等で
即日対応をした。考察訪問ICTラウンドを行い、連携施設の背景を
事前に理解していくことは地域感染ネットワーク活動を円滑にすす
める上で有効であると考える。緊急合同ICTラウンドは、地域の感
染制御に寄与する活動として有効であり今後円滑に実施できる体制
構築が必要に考える。
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